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1. はじめに 

 学校教育全体を通して行う道徳教育の中で、

道徳科の授業は要となる。道徳科におけるカリ

キュラムデザインを活かした授業設計である総

合単元的な道徳学習では、道徳科の授業を中心

に各教科・他領域を関連付けながら児童の心を

育てていく。 

本共同研究は、中単元構想のカリキュラムデ

ザインにより、学びを自分自身との関わりで捉

え、自己の生き方について考えを深める道徳科

授業を課題探究型のユニットを組み取り組んだ。 

 田沼（2020）は、「パッケージ型ユニットとは、

テーマ性によって関連づけられた複数価値を複

数時間で小単元として構成し、子どもの『問い』

で一貫した道徳学びのストーリーを意図的に紡

ぐ道徳科教育学的な視点での授業方法理論」と

している。そして、パッケージ型ユニットとし

て①重層型ユニットタイプ「同一の価値内容を

複数時間重ねることで設定テーマへの深い学び

を促すタイプ」②連結型ユニットタイプ「多面

的・多角的な視点から異なる価値内容で構成し

て学習深化を促すタイプ」③複合型ユニットタ

イプ「テーマを複眼的視点から捉えて他教科と

関連づけて構成して学習深化を促すタイプ」の

３つを示している。本稿の実践は、田沼の示す

②③に当たり、学習深化を促す構成を目指した。

また、「一貫した問題意識にもとづくテーマのも

と、各々の内容項目を関連づけて指導する方が、

子どもたちの課題探究が深まる」と示すことも

有効であると考え取り入れている。 

 総合単元的な道徳学習の目標に迫るために、

道徳科の授業で、異なる内容項目をどのように

関連づけて組むと深い学びにつながるのか、ど

うすれば意識の連続性がもてるのかを実践をも

とに検証してく。 

２．小学校 4年生 学習課題：「『自分の時間にい

のちをふきこむ生き方』を見つけよう」 日野

原重明さんの言葉から課題を設定した実践 

(「生きる力 4」 日本文教出版) 

 

小学校４年生担任の田中千映教諭の道徳科授

業実践を中心に共同研究を行った。 

2.1 研究内容・方法 

 今回、総合単元的な道徳学習としてカリキュ

ラムデザインするにあたり、10 月から 2 か月程

の中単元構想を考えた。教科書の最初の教材「あ

なたの時間にいのちをふきこめば」（D生命の尊

さ）から、学習課題を設定し単元を組むのであ

る。田中教諭（以下授業者）は、単元の目標と

教材の価値を以下のように考えた。 

 単元名 

「自分の時間にいのちをふきこむ」 

単元の目標 

生命の有限性を再確認し、どのように有意義

な人生をおくるのか、自分なりに思いを馳せ、

「いのち」（＝与えられた自分の時間）をどう使

うかについて、考えを深めることができる。 

教材の価値 

命はたった一つしかなく、有限性があるにも

かかわらず、日常的にそれほど意識することな

く過ごすことが多い。自らのかけがえのない命

の時間の使い方は、人生を有意義に送ることが

できるかに大きく関わってくる。 

本単元では、「いのち」を大切に（有効に）使

うためには、「どうすればよいのか」「どのよう

な考え方をしていけばよいのか」を多様な内容

項目から考え、深めることができるであろう。 

また、日野原さんは、「十歳のきみへ」という

本も書いており、「十歳の子どもたちに私の思い

を伝えておきたい」と小学校 4年生を中心に「い
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のちの授業」を行っていた。そこで、単元の最

後には、これまでの学習とこの著書から言葉を

選び児童と共にテーマについて考えたいとカリ

キュラムデザインをした。 

「自分の時間にいのちをふきこむ」といって

も、実際にどのような生き方をすることがそれ

につながるのか分からなければ、行動に移すこ

とは難しい。そこで、道徳科の授業において、

田沼の示す「②連結型ユニットタイプ」で単元

を組んだ。内容項目としては、「D 生命の尊さ」

を軸に「A 個性の伸長」「A 希望と勇気、努力と

強い意志」「B感謝」「B親切、思いやり」「C公共

の精神」の 6 つの内容項目の教材を関連させて

単元を組むことにした。それは、児童が「この

ような行動をすればいいのではないか」「このよ

うな行動をするとこんな思いをもてるのではな

いか」といった気付きを「自分の時間にいのち

をふきこむ」というテーマのもと、各々の内容

項目を関連付けることで、道徳的探究を深めた

いと考えたからである。 

教材を組んだ表を表 1 に示す。 

 

指導方法として以下の 3点を工夫した。 

・単元の初めに、単元の目標に関する学習課題

を子どもと共に設定する。 

・毎時間の振り返りは、3つの視点（学んだこと

や考えたこと・自分を振り返って・これから

の生活に生かしたいこと）で書かせる。 

・ICT を使って、今日の学習で見つかった「自分

の時間にいのちをふきこむ生き方」の共有を

する。 

以上から、児童自身が、学習課題を自分事と

して考え、自己のよりよい生き方について主体

的に考えを深めようとする姿が見られると考え

たからである。 

 教材の順番については、まず、2～4時で目の

前にいる人から目の前にいない人についても考

えられるように、5，6時で自分自身のことにつ

いて考えられるようにした。 

さらに、意識の連続性をもたせるために以下

の工夫をした。 

①この単元を通して書く活動に使うワークシー

トは黄色の上質紙を使うことにし、ユニットで

学習していることが意識できるようにした。 

②７つの授業の意識の連続性を図るために板書

を中心にしたものとメンチメーターを使って共

有された画面を教室に掲示しておき、これまで

蓄積してきた「自分の時間にいのちをふきこむ

生き方」を意識したり、授業の中で見比べたり

することができるようにした。（図 1） 

表１ 道徳科授業計画 

※ 他教科・他領域との関連 

社会「自然災害から」 

 ・誰かのために自分にできる事をしよう!! 

   総合的な学習の時間 「4Ⅽ喜劇にチャレンジ」 

    ・よさを認め合い、長所を伸ばそう！ 

 時 教材名（内容項目） 評価の視点 

1 1 「あなたの時間にいのちをふきこめ

ば」（D 生命の尊さ） 

評：命を大切にするということが、その

命を何のために使うのかということに

つながることに気付き、毎日を大切に

生きようとすることについて考えを深

めている。【単元を通しての学習課題の設定】 

2 2 「ねこの手ボランティア」（C 公共の精

神） 

評：働くことの意義を理解し、進んで人

のために働こうとする気持ちを高めて

いる。 

3 「三つのつつみ」（B 親切、思いやり） 

評：見えない誰かのために自分がすべ

きことをする行為の素晴らしさに気付

き、人を思いやり進んで親切にしよう

とする心情について考えを深めてい

る。 

4 「朝がくると」（B 感謝） 

評：自分の生活を支えてくれているさ

まざまな存在に気付き、感謝の心をも

って生活していこうという意欲や、自

分も誰かの支えになるような生き方を

していこうという考えを深めている。 

5 「つくればいいでしょ」（A 個性の伸長） 

評：人は成長できるのだということに

気付き、自分を伸ばしていこうとする

ことについて考えを深めている。 

6 「がむしゃらに」（A 希望と勇気、努力と

強い意思） 

評：物事に精いっぱい打ち込むことの

素晴らしさと、それができないことの

情けなさに気付き、強い意思をもって

やるべきことを粘り強くやりぬこうと

することについて考えを深めている。 

3 7 「自分の時間にいのちをふきこむ」 

 自分は今どんなことを大切にした

生き方をしている、していきたい？ 

評：自分の「いのち」をどう使おうと

するか、自分の生き方についての考

えを深めている。【単元の振り返り】 
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2.2 授業実践 

第 1時 「あなたの時間にいのちをふきこめば」 

（D 生命の尊さ） 

ねらい：命を大切にすることは、その命を何のた

めに使うかという命の質でもあるというこ

とに気付き、限られた命を大切にして生き

ようとする心情を深める。 

この教材は、4月の初めにも扱っていたため導

入で日野原氏について想起させた。中心発問で

は、「時間にいのちをふきこむ」という意味につ

いて考えた。児童からは、 

・人の命のために時間を使う 

・時間を無駄にしない 

などが出た。「人の命のために時間を使うとはど

うすることか」を問うと、 

・困っている人を助ける 

・他の人が得をすることをする 

と意見が出た。しかし、「いのちをふきこむ生き

方、自分ならどんな生き方ができそうですか？」

を問うと挙手できたのは 4 人だけであった。振

り返りにも、具体的にどうしていけばよいのか

イメージしにくい様子が見て取れた。そこで、

「時間にいのちをふきこむ生き方をするのとし

ないのとでは、何か生き方が変わってきますか」

と尋ねると、「変わりそう」と頷いた。そこで、

「『自分の時間にいのちをふきこむ生き方』を見つ

けよう」と単元を通しての学習課題を設定した。 

 

第 2時 「ネコの手ボランティア」 

（C 公共の精神） 

ねらい：避難所でボランティアとして働く侑加や

由美子の思いを通して、働くことの意義を

理解し、進んで人のために働こうとする心

情を育てる。 

 この授業では、「目が回るほどの忙しさではなく

なっているのに、まだまだ 4 人は頑張るつもりな

のはどうしてか」について考えていく中で、「相手

を喜ばせたい」「相手を安心させたい」といった相

手の喜びを考えての行動や「みんなの役に立ちた

い」「いろいろな人の役に立ちたい」といったみん

なの役に立つことが自分自身の喜びになることな

ども考えることができた。この時間のメンチメー

ターには、「人を助ける」の文字が大きくでていた。 

 以下、児童がメンチメータ―へ記入したことを

上に、その下に振り返りを記す。 

振り返り 

◇人の役に立つことをする:A 児 

 人のためにボランティアをすることも、自分の

時間にいのちをふきこむになるのじゃないかなと

思います。「自分がやりたいこと」より「自分がや

るべきこと」（人の役に立つ事）の方が最優先じゃ

ないかなと思います。 

 

◇人をたすけるために、自分から進む 

 人に助けてもらうのではなく、自分から進むこ

とができてすごかった。共助でいることがすごい

事だと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ メンチメーターへの記入 

 

第 3時 「三つのつつみ」（B 親切、思いやり） 

ねらい：次に来る人のために自分がするべきこと

をするデルスウの行為のすばらしさに気づ

き、人を思いやり進んで親切にしようとす

る心情を育てる。 

 単元の学習課題を確認した後、思いやりや親

切な行動はどんな時にするかを尋ねた。児童は

「こけた子を保健室に連れていく」「お年寄りに

席を譲る」など目の前にいる人に対しての思い

やりや親切な行動を挙げていた。 

 「デリウスのしたことが心打たれるのはなぜ

か」を話し合う中で、自分たちが授業の初めで

発表していたものは、目の前にいるものばかり

であり、思いやりや親切な行動は、目の前にい

る人に対してだけではなく、その場にいない人

のためにも行うことがあるということに気付く

ことができた。 

振り返り 

◇その場に困っている人がいなくても、その人が助

かるように準備をする:A 児 

 デルスウさんのように、その場に困っている人

がいなくても、後のことを考えて助けるためのも

のに（この話では塩・薪・マッチのこと）を用意

しておくことも大切じゃないのかなと思います。

身近にこのようなことを探してやってみようと思

います。 

◇人のために時間を使う・自分ができそうなことが

あればやる 

 直接「ありがとう」と言われなくても、心から

「ありがとう」と思ってもらえたらいいな。今ま
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では、せっかくいいことをしてあげたのに、「あり

がとう」を言ってくれないのはぜったいイヤとい

う考えしかなかったけど、それと反対の考えもあ

ると気づきました。人のために何かできる人はす

てきだな。 

 

第 4時 「朝がくると」（研究授業） 

ねらい：自分の生活を支えてくれる存在に気付き、

そのことが当たり前と思うのではなく、感

謝の心をもって生活していこうとする心情

を育てる。 

和歌山大学付属小学校の研究主題「未来に生

きて働く資質・能力の育成～子どもが自己調整

を行う場面を生むしかけ～」と関連しての授業

者の提案授業の記述を以下に示す。 

 

・提案授業における調整場面としかけ 

 この時間における調整場面は、①「自分の時間

にいのちをふきこむ」生き方について新たな気付

きをもつ場面（気づく）と②学習を振り返り、自

分の生き方についての考えを再構成する場面（決

める・動く）である。 

 第１時で子どもたちと作った学習課題について、

自分たちの生活場面を具体的に考えさせることで、

新たな気付きが生まれると考える。そのためのし

かけとして、「日々の生活に感謝する」「支えてく

れている人の思いに応えられるようにする」「自分

も誰かを支えたい」等の発言に対しては、「具体的

にそんな行動ができそうか」と問い返しを行う。

教師が丁寧に立ち止まり、問い返しを行うことは、

子どもたちの今後において、自分の生活に置き換

えて考えていこうとする「学び方の調整」をして

身に付いていくことにもつながると考える。さら

に、②学習を振り返り、自分の生き方についての

考えを再構成する場面（決める・動く）では、3 つ

の視点（「学んだことや考えたこと」「自分を振り

返って」「これからの生活に生かしたいこと」）で

書けるようにすることで、子ども自身が本時の学

習課題と照らし合わせながら、自分の生き方につ

いての考えを再構成し、「決める」「動く」を行う

ことができると考える。 

このように授業デザインをし、第 4 時にあた

る授業を実践した。 

 導入では、学習課題を確認し、普段自分たちの

生活を支えてくれている人をイメージするよう

にした。最初は、警察官、家族など身の回りの

人を答えていたが、農家の人や家電を作る人な

どの発言も見られた。 

 思ったことをペアで交流した後、「自分たちの

生活を支えてくれている人たちの思いを受け、

どんなことを考えますか？」と中心発問をした。 

 

T こんな思いを受けてどんなことを考えますか。 

C 物を大切に使いたい。 

C 毎日お礼を言う。 

C 身近に使っているものでも乱暴に使わないよ 

うにしようと思った。 

C ありがとうに似ていて感謝です。 

C 感謝もあるけど、こういうものを創ってくれた

その感謝の気持ちを伝えたい。 

C 私たちが学校に行けるようにしてくれている

から思いをうけていって感謝していけるよう

に学んでいきたい。 

C おもちゃを作ってくれた人、買ってくれた人、

作った人はどういう望みをしているのか考え

て使う。 

などの意見が出され、自分自身との関わりで感

謝の心をもとうとしていた。 

振り返り 

◇人の役に立つものをつくる・支えてくれている人

に感謝する:A 児 

 自分が人を支えるだけでなく、自分を支えてく

れている人に感謝することも「自分の時間にいの

ちをふきこむ」ことの生き方に入るんじゃないか

なと気付きました。自分はあまりそういうことを

考えていなかったので、今度からはそれを考えつ

つ生活していけたらいいなと思いました。 

◇支えてくれている人に感謝する 

 自分の見えないところでも支えてくれているこ

とがわかって、大人になったら、支える側になり

たいです。ぼくは何もしていなくて、こわれたお

もちゃを直すことしかできないけれど、大人にな

ったら何でもできるようになりたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 「朝が来ると」の教室掲示 

 

これまでは、「他の人のために自分の時間にい

のちをふきこむ生き方」について考えてきた。

2.2 授業実践 

第 1時 「あなたの時間にいのちをふきこめば」 

（D 生命の尊さ） 

ねらい：命を大切にすることは、その命を何のた

めに使うかという命の質でもあるというこ

とに気付き、限られた命を大切にして生き

ようとする心情を深める。 

この教材は、4月の初めにも扱っていたため導

入で日野原氏について想起させた。中心発問で

は、「時間にいのちをふきこむ」という意味につ

いて考えた。児童からは、 

・人の命のために時間を使う 

・時間を無駄にしない 

などが出た。「人の命のために時間を使うとはど

うすることか」を問うと、 

・困っている人を助ける 

・他の人が得をすることをする 

と意見が出た。しかし、「いのちをふきこむ生き

方、自分ならどんな生き方ができそうですか？」

を問うと挙手できたのは 4 人だけであった。振

り返りにも、具体的にどうしていけばよいのか

イメージしにくい様子が見て取れた。そこで、

「時間にいのちをふきこむ生き方をするのとし

ないのとでは、何か生き方が変わってきますか」

と尋ねると、「変わりそう」と頷いた。そこで、

「『自分の時間にいのちをふきこむ生き方』を見つ

けよう」と単元を通しての学習課題を設定した。 

 

第 2時 「ネコの手ボランティア」 

（C 公共の精神） 

ねらい：避難所でボランティアとして働く侑加や

由美子の思いを通して、働くことの意義を

理解し、進んで人のために働こうとする心

情を育てる。 

 この授業では、「目が回るほどの忙しさではなく

なっているのに、まだまだ 4 人は頑張るつもりな

のはどうしてか」について考えていく中で、「相手

を喜ばせたい」「相手を安心させたい」といった相

手の喜びを考えての行動や「みんなの役に立ちた

い」「いろいろな人の役に立ちたい」といったみん

なの役に立つことが自分自身の喜びになることな

ども考えることができた。この時間のメンチメー

ターには、「人を助ける」の文字が大きくでていた。 

 以下、児童がメンチメータ―へ記入したことを

上に、その下に振り返りを記す。 

振り返り 

◇人の役に立つことをする:A 児 

 人のためにボランティアをすることも、自分の

時間にいのちをふきこむになるのじゃないかなと

思います。「自分がやりたいこと」より「自分がや

るべきこと」（人の役に立つ事）の方が最優先じゃ

ないかなと思います。 

 

◇人をたすけるために、自分から進む 

 人に助けてもらうのではなく、自分から進むこ

とができてすごかった。共助でいることがすごい

事だと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ メンチメーターへの記入 

 

第 3時 「三つのつつみ」（B 親切、思いやり） 

ねらい：次に来る人のために自分がするべきこと

をするデルスウの行為のすばらしさに気づ

き、人を思いやり進んで親切にしようとす

る心情を育てる。 

 単元の学習課題を確認した後、思いやりや親

切な行動はどんな時にするかを尋ねた。児童は

「こけた子を保健室に連れていく」「お年寄りに

席を譲る」など目の前にいる人に対しての思い

やりや親切な行動を挙げていた。 

 「デリウスのしたことが心打たれるのはなぜ

か」を話し合う中で、自分たちが授業の初めで

発表していたものは、目の前にいるものばかり

であり、思いやりや親切な行動は、目の前にい

る人に対してだけではなく、その場にいない人

のためにも行うことがあるということに気付く

ことができた。 

振り返り 

◇その場に困っている人がいなくても、その人が助

かるように準備をする:A 児 

 デルスウさんのように、その場に困っている人

がいなくても、後のことを考えて助けるためのも

のに（この話では塩・薪・マッチのこと）を用意

しておくことも大切じゃないのかなと思います。

身近にこのようなことを探してやってみようと思

います。 

◇人のために時間を使う・自分ができそうなことが

あればやる 

 直接「ありがとう」と言われなくても、心から

「ありがとう」と思ってもらえたらいいな。今ま
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後半の 2回は、「自分のために、自分の時間にい

のちをふきこむ生き方について」考えていく。 

 

第 5 時 「つくればいいでしょ」（A 個性の伸長） 

ねらい：自分探しをする「わたし」の思ったことや

行動について考えることを通して、人は成

長できるのだということに気づき、自分を

伸ばしていこうとする態度を養う。 

 自分の長所や短所について考える主人公の私

は、短所はたくさん見つかるが長所はなかなか

見つからない。これは、多くの児童にも言える

ことである。お母さんの「見つからなければ、

つくればいいでしょ。」の言葉を考えている折、

親友の愛子さんに駅伝大会に出るための練習に

誘われ、長所がみえてきた主人公。主人公がお

母さんの言葉「つくればいいでしょ。」について

考えた。 

C 長所はチャレンジして作ったらいい。 

C 長所はつくると自信がもてる。 

C いろいろやってみて、合ったものを見付ける、

長所の見つけ方がわかった。 

C 長所は続けたり、頑張ったりすれば作れるこ

とが分かった。 

 このように、自分の長所や短所について見つ

め、どう考えていけばいいのかについて深めて

いた。 

振り返り 

◇自分の短所を直して、長所にする。それをつか

って人の役に立つ A 児 

 自分をよくし、その自分を使って、人の役にた

つことをするという今日と前をつなげることもで

きるなと思いました。ぼくはけっこう短所が多く

て、直そうと試みてもなかなかできなくて困って

いるけど、もう一度やってみようと思うけど、な

かなかできそうにありません。どうしたらいいの

か考えてみようと思います。 

◇短所をどうすればこく服できるか考えながら頑

張る 

 考えたことは、私もだけど、短所はよく思い浮

かぶけれど、長所は思い浮かばないことがあるか

ら、長所を伸ばして、短所をどんどんこく服して

いきたい。でも、努力なしでこく服しようとせず

に、遠回りするかもしれないけれども、頑張って

努力しながら短所をこく服したいです。 

 

第 6時「がむしゃらに」（A 希望と勇気、努力と

強い意思） 

ねらい：物事に精一杯打ち込むことのすばらしさ

と、それができないことのなさけなさに

気づき、強い意志をもってやるべきこと

を粘り強くやり抜こうとする心情を育て

る。 

 元大関である魁皇は、大相撲の長い歴史の中

で 2 番目に多く勝った力士である。しかし、そ

んな魁皇関も、逃げ出したいと思い実際に逃げ

出したこともあった。そんな魁皇関から学んだ

生き方について考えた。 

 中心発問「逃げ出した魁皇がヘンリーを見て

どんなことを考えたのか」では、ペアで話し合っ

た後、次のような発言が見られた。 

C 不安がいっぱいあるヘンリーが頑張っている

のに、自分がなさけない。自分はヘンリーほど

不安ではない。 

C ヘンリーは、つらいかもしれないのに頑張って

いる。 

C 後輩なのに頑張っている。自分はどうして逃げ

出してしまったのだろう。 

 次に、優勝カップを持つ写真を見て、このとき

どう思っているだろうというところでは、 

C がむしゃらにけいこして、大関まで上がったか

ら誇りに思っている。 

C あきらめないで、自分の目標にかけあがったな。 

C どんどんやっていったら自分の思いに、達成感

がある。 

このように、魁皇関の気持ちに共感し、その後

自分との関りで学習課題について考えた。 

振り返り 

◇あきらめない・がむしゃらに取り組む A 児 

 あきらめずに、がむしゃらに取り組み、目標を

達成し、それを利用すれば人の役に立つのではな

いかなと思います。ぼくは何度かあきらめてしま

ったことがあります。続けてみようとは思ったり

もしますが、気持ちが複雑でなかなかできません。

あきらめないことはむずかしいです。 

◇あきらめずに進んで物事をする 

 自分があきらめずに取り組むことで、自分もう

れしく達成感があるけど、自分だけではなく家族

や地元の人、そして、一緒に頑張ってきた仲間の

みんなの気持ちが明るくなっていくのではないか

と私は考えました。私は習い事で嫌なことや逃げ

たこともあったけど、テストで受かっていくたび

に達成感が高まっていくので、もっと達成感を高

めたいです。 

 

第７時 自分の時間にいのちをふきこむ生き方

をみつけよう 

〇自分は、今、どんな生き方を大切にしている？ 

〇これから、どんな生き方を大切にしていきた

いと思う？ 

と聞いた。子どもたちは、 
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・人のために何かすると、人も自分もうれしい。 

・短所を長所にして、他の人に役立てたい。人

を支えられるようになりたい。 

・いつも感謝する。人が必要な時に自分の身を

使う。 

・あきらめない、自信が出てくる。あきらめる

と自分に自信がなくなる。 

などが出された。 

 日野原さんの著書「十歳になるきみたちへ」

から、十歳のみんなへのメッセージの部分を授

業者が心を込めて読んだ。その後、今までの記

述を読み返したり、教室の掲示（図 3）を見たり

しながら単元を通しての振り返りを書いた。 

 第 2時から、振り返りを載せている A児（太

字で掲載）について、今までの振り返りの記述

も含め第 1時と第 7時を比較する。 

A 児の振り返り 

♢第 1時 

 時間を他人のために使うことは大切だけど、

まず自分が元気でないとダメだと思います。他

人のために一人が時間を使っても、全員が助け

られないから、一人一人がそう思うことが大切

だと思います。そうすると、みんながみんなを

たすけあえるんじゃないかなと思います。 

♢第７時 

 ぼくは、短所を長所に変えたり、短所から長所

をみつけたりして、それで、人のために役立つ

ことができるんじゃないかなと思います。また、

あきらめずに取り組めば、それが自信になり、

そして何かができて、それが何かの人の役に立

ち、そして、また取り組む、無限のループのよ

うに感じます。 

第 1 時で、どのような時間の使い方をすれば

人のために時間を使うことになるのかの答えが

出ていない。しかし、単元の学習が進んでいくう

ちに、「人のために時間を使う」ということの具

体的な行動を蓄積して考えることができた。 

また、後半の「自分のために頑張る生き方」に

ついても、それを使って人のためにということ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まで考えを広げている。これは、児童が学習課

題を自分事としてとらえ、単元を通して、「自分

の時間にいのちをふきこむ生き方」、その中でも

「人の役に立つ生き方」を継続して考え続ける

ことができたからだと考える。 

３ 考察 

 複数価値で７時間のユニットを組んで道徳科

の授業を実践した。７時間とも、子どもたちは

よく考え、意見を言い合い、互いの考えを共有

していた。終末では、自分の生活を振り返り、

自己の生き方について考えを深めることができ

たのではないかと考える。 

 このような児童の姿を見ることができたのに

は、次のようなことが考えられる。 

 一つ目は、学手課題が児童の発達段階に合っ

ていたことである。田村（2017）は、探究的な

活動に適した価値ある対象（内容）であるかを

見極める単元構成の着眼点を 5 つ挙げている。

そのうち次の 2 つが道徳科における単元の追求

テーマにも当てはまると考える。 

・発達の段階や学習履歴、生活経験等から考え

て目の前の子供の実態にあっているか。 

・材について、多面的に見つめ、その価値につ

いて十分教師が捉えているか。 

 子どもの発言や記述から日野原さんが「十歳

の子どもたちに」伝えておきたいこと、託した

いことは、子どもたちの心に響いていた。 

 二つ目は、授業者が願いをもち工夫を凝らし

ながら「課題追求型道徳科授業」で児童の主体

的な道徳学習を目指したことである。それぞれ

の内容項目のねらいをもとにテーマに沿って関

連を図り、意識をつなげた。 

これからも、自己の生き方についての考えを

深めるための道徳科授業を中心とするカリキュ

ラムデザインの在り方を探っていきたい。 

 

（参考文献） 

「道徳科授業づくり」（東洋館出版社）田沼茂紀 

「深い学びのカリキュラムデザイン」（〃）田村学 
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C あきらめないで、自分の目標にかけあがったな。 

C どんどんやっていったら自分の思いに、達成感

がある。 

このように、魁皇関の気持ちに共感し、その後

自分との関りで学習課題について考えた。 

振り返り 

◇あきらめない・がむしゃらに取り組む A 児 

 あきらめずに、がむしゃらに取り組み、目標を

達成し、それを利用すれば人の役に立つのではな

いかなと思います。ぼくは何度かあきらめてしま

ったことがあります。続けてみようとは思ったり

もしますが、気持ちが複雑でなかなかできません。

あきらめないことはむずかしいです。 

◇あきらめずに進んで物事をする 

 自分があきらめずに取り組むことで、自分もう

れしく達成感があるけど、自分だけではなく家族

や地元の人、そして、一緒に頑張ってきた仲間の

みんなの気持ちが明るくなっていくのではないか

と私は考えました。私は習い事で嫌なことや逃げ

たこともあったけど、テストで受かっていくたび

に達成感が高まっていくので、もっと達成感を高

めたいです。 

 

第７時 自分の時間にいのちをふきこむ生き方

をみつけよう 

〇自分は、今、どんな生き方を大切にしている？ 

〇これから、どんな生き方を大切にしていきた

いと思う？ 

と聞いた。子どもたちは、 
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